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● 特集 町の「お財布」事情をみんなで考える２０２６● 特集 町の「お財布」事情をみんなで考える２０２６

● 令和８年第３回町議会臨時会● 令和８年第３回町議会臨時会

● 地籍調査事業「西河・来岸地区」着手● 地籍調査事業「西河・来岸地区」着手
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容
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うにどんうにどん
(( 一社 )積丹観光協会(( 一社 )積丹観光協会
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広報広報

= ５月 20 日　びくに・みなと保育所合同火災避難訓練 == ５月 20 日　びくに・みなと保育所合同火災避難訓練 =

町制施行 70 周年町制施行 70 周年
令和８年令和８年はは

～ 「もしも」に備える ～

　上手に避難できました！
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設

（
テ
レ
ビ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
）
と
は

（
テ
レ
ビ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
）
と
は

　

平
成
23
年
か
ら
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
移
行
に
伴

い
、
積
丹
町
は
地
形
的
に
テ
レ
ビ
電

波
の
受
信
が
で
き
な
い
「
難
視
聴
地

域
」
と
な
る
た
め
、
町
で
は
、
約

９
億
２
，
４
０
０
万
円
を
投
じ
て
町

内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備

し
、
い
わ
ゆ
る
「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
」
方
式
で
町
内
全
地
区
の
皆
さ
ん

が
同
じ
条
件
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

等
を
視
聴
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し

た
。
こ
れ
に
併
せ
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
を
活
用
し
た
「
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末

機
（
以
下
Ｉ
Ｐ
電
話
）
」
や
「
屋
外

拡
声
器
」
を
整
備
し
、
町
の
防
災
・

生
活
に
欠
か
せ
な
い

生
活
に
欠
か
せ
な
い

　
「
テ
レ
ビ
」
と
「
Ｉ
Ｐ
電
話
」

　
「
テ
レ
ビ
」
と
「
Ｉ
Ｐ
電
話
」

公
共
施
設
運
営
の
実
態
を
知
ろ
う

公
共
施
設
運
営
の
実
態
を
知
ろ
う 

　　 特集　　 特集
　　　　No.2No.2

町町ま
ち
ま
ち

のの
「「

お
財
布

お
財
布
」」

事
情
を

事
情
を

み
ん
な
で
考
え
る　
　
　

み
ん
な
で
考
え
る　
　
　

　

町
の
財
政
の
現
状
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
今
月
号
の
特
集

で
は
、
町
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
と
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末

機
等
の
施
設
運
営
の
実
態
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

行
政
情
報
発
信
の
速
さ
や
量
な
ど
の

家
庭
・
学
校
・
事
業
所
等
へ
の
伝
達

機
能
が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。
こ

の
他
、
国
か
ら
災
害
等
の
一
斉
情
報

を
瞬
時
に
各
家
庭
へ
伝
達
す
る
Ｊ

ジ
ェ
ー-

Ａア

ラ

ー

ト

ｌ
ｅ
ｒ
ｔ
と
の
連
携
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
機
器
の
更
新
を
迎
え
た
令

和
３
年
に
は
、
約
１
億
７
，
３
０
０

万
円
を
投
じ
て
Ｉ
Ｐ
電
話
を
現
在
の

機
種
へ
更
新
し
、
定
点
カ
メ
ラ
の
設

置
と
「
Ｊ

ジ
ェ
ー
シ
ーＣ-

Ｓス

マ

ー

ト

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
」
ア
プ

リ
に
よ
り
、
町
か
ら
の
情
報
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
で
も
見
れ
る
よ
う

に
め
ざ
ま
し
い
情
報
通
信
機
器
の
進

歩
を
生
か
し
て
、
住
民
情
報
伝
達
機

能
の
高
度
化
を
図
り
ま
し
た
。

年
６
，０
０
０
円
の
使
い
道
は
？

施
設
維
持
費
と
収
支
の
状
況
は
？

　

こ
れ
ら
の
公
共
施
設
の
運
営
に
は

「
Ｉ
Ｐ
電
話
」
の
ほ
か
、
「
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
」
を
支
え
る
「
電
柱
」、
町

内
３
カ
所
（
美
国
・
野
塚
・
余
別
）

の
「
Ｉ
Ｐ-

Ｂ
О
Ｘ
（
屋
外
設
置
型

回
線
収
容
装
置
）
」、
町
内
40
カ
所
の

「
屋
外
拡
声
器
」
と
９
カ
所
に
設
置

し
て
い
る
「
定
点
カ
メ
ラ
」
な
ど
多

く
の
付
帯
設
備
を
設
置
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
維
持
・
管
理
の

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら   

 

年
額

６
，
０
０
０
円
を
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
受
信
使
用
料
と
し
て
負
担

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
令
和
６
年

度
決
算
【
表
１
】
で
は
、
町
の
貯
金

（
基
金
積
立
金
）
の
取
り
崩
し
や
借

入
金
（
過
疎
対
策
事
業
債
）
に
頼
る

厳
し
い
収
支
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
同
使
用
料
の
滞
納
額
が
令

和
６
年
度
末
で
約
１
０
０
万
円
に
も

上
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
対

す
る
受
益
者
負
担
の
公
平
性
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

有
利
な
借
金
（
過
疎
債
）
と
言
え

ど
も
金
利
上
昇
の
現
状
を
考
慮
す
る

と
将
来
的
な
財
政
負
担
の
上
昇
が
懸

念
さ
れ
、
よ
り
安
定
的
な
施
設
運
営

に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。　

▲屋外拡声器と定点カメラ
（小泊地区）

※
１

町
条
例
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
維
持
運
営
費
に
充
て
る
使
用
料
を

年
６
，０
０
０
円
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｐ
電
話
は
、
町
の
無
償

貸
与
備
品
で
す
。

　

な
お
、
新
た
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
自

宅
に
引
き
込
む
場
合
は
分
担
金
と
し

て
３
万
円
、
一
旦
休
止
し
た
施
設
を

再
開
す
る
場
合
に
は
３
，
１
５
０
円

の
手
数
料
を
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

▲ＩＰ -ＢОＸ（美国地区）
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１
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施
設
運
営
に
係
る
課
題

（
１
）
進
む
老
朽
化
と
財
源
対
策
は
？

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
施
設

や
機
器
は
、
平
成
23
年
の
供
用
開
始

か
ら
15
年
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽

化
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
更
新
対
策
に
要
す
る
費
用

の
巨
額
の
財
源
を
ど
う
す
る
か
は
、

町
の
大
き
な
財
政
課
題
で
す
。
将
来

　　　　令和６年度地域情報通信基盤施設運営事業収支決算
【表１】

（単位：千円）

■ 特集　町の「お財布」事情をみんなで考える２０２６

に
備
え
て
積
み
立
て
て
い
る
基
金
の

み
で
は
到
底
賄
う
こ
と
は
困
難
と
見

込
ま
れ
ま
す
。

（
２
）
時
代
の
変
化
と
Ｉ
Ｐ
電
話
の

在
り
方
は
？

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

　

令
和
３
年
度
に
更
新
し
た
Ｉ
Ｐ
電

話
は
、
耐
用
年
数
が
６
年
程
度
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
設
置
か
ら
既
に

５
年
が
経
過
し
、
今
後
の
対

策
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
情
報
通
信
技
術
の

め
ざ
ま
し
い
進
歩
と
情
報
機

器
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る

現
在
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

飛
躍
的
な
普
及
に
よ
り
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｘ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
自
治
体
の
新
し
い

情
報
発
信
手
段
の
急
速
な
変

化
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
今
後
の
公
共
施
設
と
し

て
の
Ｉ
Ｐ
電
話
機
能
の
活
用

方
法
や
情
報
発
信
手
段
の
選

択
も
避
け
て
通
れ
な
い
時
代

と
も
言
え
ま
す
。

科　目 金　額 備　考

使用料等 5,772　 地デジ使用料　6,000 円 / 年

貸付料 5,283　 NTT 光回線等貸付料

借入金 9,700　 過疎対策事業債

積立金取崩 875　 基金繰入金

一般財源 9,460　（収支不足分）

その他 70　

合計 31,160　

科　目 金　額 備　考

施設維持費 25,349　

・IP 施設保守委託料　13,734

・故障修理費等　　　 3,947

・新規加入宅工事費　 1,197

・電気料等　　　　　 2,138

・電柱土地借上料　　 1,643

・電柱移設工事費　　 2,139

・災害保険料　　　　　 551

使用料徴収委託料 309　

基金積立金 5,502　

合計 31,160　

収　入

支　出

注）令和６年度末地域情報通信基盤施設整備基金残高　6,870 万円

②
世
帯
数
が
減
少
、
受
益
者
負
担
金

の
水
準
は
？

　

現
在
町
内
各
世
帯
へ
町
が
無
償
で

貸
与
し
て
い
る
Ｉ
Ｐ
電
話
の
更
新
を

行
っ
た
場
合
、
世
帯
数
の
減
少
に
伴

い
設
置
数
が
減
少
し
て
も
、
昨
今
の

資
材
高
騰
等
の
経
済
情
勢
で
は
、
令

和
３
年
度
更
新
時
の
費
用
を
大
き
く

上
回
る
事
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

今
で
は
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な

い
Ｉ
Ｐ
電
話
の
機
能
を
将
来
も
保
ち

続
け
る
こ
と
は
、
町
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
、
便
利
な
生
活
を
維
持

す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
方

で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費

用
と
受
益
者
負
担
金
（
使
用
料
）
の

水
準
を
ど
う
考
え
て
い
く
べ
き
か
と

い
う
住
民
共
通
の
課
題
の
解
決
策
を

み
ん
な
で
考
え
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。

自
己
決
定
と
自
己
責
任
の
時
代

の
自
治
体
運
営

　

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
も
、
安
定

し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
受

信
の
維
持
と
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
行
政
情
報
の
発
信

は
、
地
方
分
権
時
代
の
自
治
体
の
責

務
で
す
。

　

「
健
全
財
政
の
維
持
」
と
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
」
を
両
立
す

る
町
の
情
報
通
信
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

「
過
疎
の
町
」
に
ふ
さ
わ
し
い
有

効
な
公
共
施
設
と
し
て
の
情
報
通
信

機
能
の
在
り
方
の
検
討
に
こ
れ
か
ら

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲ＩＰ -ＢОＸ内部
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強
風
被
害
に
つ
い
て

５
月
５
日
深
夜
か
ら
６
日
早
朝
に

か
け
て
発
生
し
た
強
風
は
、
神
威
岬

灯
台
で
瞬
間
最
大
風
速
30
ｍ
を
観
測

し
、
町
内
各
地
区
の
空
き
家
・
人
家

等
の
屋
根
や
外
壁
の
破
損
な
ど
の
ほ

か
、
公
共
施
設
で
は
神
岬
会
館
の
屋

根
等
の
破
損
、
光
施
設
通
信
線
の
断

線
、
防
風
保
安
林
等
の
倒
木
、
入
舸

消
防
第
３
分
団
詰
所
外
壁
等
の
破
損

な
ど
の
被
害
を
確
認
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
被
害
の
多
く
は
空
き
家
と

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
消
防
団
の

協
力
を
得
て
、
建
物
の
所
有
者
等
関

係
者
の
情
報
把
握
と
適
切
な
維
持
管

理
の
対
応
に
つ
い
て
の
要
請
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
案
第
１
号

　
積
丹
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
国
土
交
通
省
国
土

政
策
局
へ
派
遣
し
た
職
員
の
地
域
手

当
を
支
給
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

　
令
和
８
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
億
３

，
９
４
９
万
６
千
円
を
追
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
37
億
５
，
３
４
７
万
１
千
円

に
す
る
も
の
。

　

国
・
道
補
助
金
の
採
択
内
示
を
受

け
た
各
事
業
の
補
正
予
算
措
置
。

歳
入
は
、
土
木
費
国
庫
補
助
金

（
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
他
）

５
，
９
４
１
万
９
千
円
、
商
工
費
国

庫
補
助
金
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度

化
・
転
換
理
解
促
進
事
業
補
助
金
）

７
，
５
１
５
万
２
千
円
、
農
林
水
産

業
費
道
補
助
金
（
ヒ
グ
マ
対
策
事
業

補
助
金
）
５
７
８
万
円
、
土
木
費
道

補
助
金
（
地
籍
調
査
事
業
補
助
金
）

５
１
７
万
５
千
円
、
繰
越
金
（
前
年

度
繰
越
金
）
９
８
７
万
円
、
町
債
（
過

疎
対
策
事
業
債
他
）
８
，
１
１
０
万

円
な
ど
。

歳
出
は
、
農
業
振
興
費
（
ヒ
グ

マ
対
策
関
連
費
）
１
，
０
１
５
万

円
、
商
工
振
興
費
（
再
エ
ネ
設
備

等
導
入
可
能
性
調
査
関
連
費
）
７
，

５
１
５
万
２
千
円
、
地
籍
調
査
事

業
費
（
地
籍
調
査
業
務
委
託
料
）

９
０
０
万
円
、
道
路
維
持
費
（
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
、
茶
津
ト
ン
ネ
ル
修

繕
、
船
澗
11
番
線
凍
雪
害
防
止
対
策

及
び
町
道
等
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
関
連

費
）
１
億
３
，
０
１
０
万
円
、
住
宅

管
理
費
（
美
国
団
地
長
寿
命
化
等
改

修
工
事
）
１
，
１
４
０
万
円
な
ど
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
３
号

　
令
和
８
年
度
積
丹
町
簡
易
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

地
方
公
営
企
業
予
算
の
総
額
に
２
，

０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
１
億
９
，

８
６
７
万
８
千
円
に
す
る
も
の
。

幌
武
意
地
区
水
産
飲
雑
用
水
施
設

更
新
事
業
の
国
庫
補
助
金
の
内
示
を

得
た
補
正
予
算
措
置
。（

原
案
可
決
）

議
案
第
４
号

　
令
和
８
年
度
積
丹
町
集
落
排
水
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

地
方
公
営
企
業
予
算
の
総
額
に
７
，

２
０
０
万
円
を
追
加
し
、
１
億
６
，

９
７
７
万
１
千
円
に
す
る
も
の
。

入
舸
地
区
集
落
排
水
施
設
更
新
事

業
の
国
庫
補
助
金
の
内
示
を
得
た
補

正
予
算
措
置
。

（
原
案
可
決
）

松
尾
大
樹
君
の
議
員
の
資
格
決
定
の
件

（
議
員
の
資
格
を
有
す
る
）

　

行

政

報

告
　令和８年第３回町議会臨時会が５月19日に招集

され、議案４件が審議され、同日閉会しました。

　そのあらましについてお知らせします。

議会ニュース

令和８年 第３回町議会臨時会
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出
動
情
報
が
分
か
り
ま
す

出
動
情
報
が
分
か
り
ま
す

　

消
防
指
令
業
務
の
共
同
化
に
伴

い
、
消
防
車
両(

救
急
車
は
除
く
）

が
出
動
し
て
い
る
情
報
や
状
況
を
確

認
で
き
ま
す
。

　

確
認
方
法
は
、
電
話
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
な
り

ま
す
の
で
、
「
今
の
消
防
車
の
出
動

は
何
か
な
？
」
な
ど
と
不
安
に
思
っ

た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
電
話
で
の
問
合
わ
せ
（
自
動
音
声
）

☎
０
５
０
―
５
５
３
０
―
５
３
３
３

　

発
信
後
、
ダ
イ
ヤ
ル
「
３
」
を
押
す
と

北
後
志
消
防
組
合
の
情
報
が
流
れ
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
問
合
わ
せ

後
志
共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
公
式
Ｘ

〈
表
示
名
〉

後
志
共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
【
公
式
】

〈
ユ
ー
ザ
ー
名
〉

shiribeshi_119

し
た
。
北
後
志
消
防
組
合
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
天
候
状
況
等
を
勘
案
し
た

「
林
野
火
災
注
意
報
」
や
「
林
野
火

災
警
報
」
を
発
令
し
ま
す
。

　

「
注
意
報
」
発
令
時
は
、
火
の
使

用
を
控
え
る
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ

り
、
「
警
報
」
発
令
時
は
、
屋
外
で

の
た
き
火
な
ど
火
の
使
用
が
禁
止
さ

れ
、
火
の
使
用
の
制
限
に
違
反
し

た
場
合
は
、
消
防
法
違
反
と
し
て
、

30
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
刑
罰

(

拘
留
）
に
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

注
意
報
・
警
報
発
令
時
は
、
Ｉ
Ｐ

告
知
端
末
で
周
知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
風
が
強
い
日
や
乾
燥
し
て

い
る
時
期
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
火
気
の
使

用
に
は
十
分
注
意
し
、
安
全
な
使
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

危
険
性
に
あ
わ
せ
た
お
知
ら
せ

「「
林
野
火
災
注
意
報
・
警
報

林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
」」

　

全
国
各
地
で
林
野
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

林
野
火
災
は
一
度
発
生
す
る
と
、

消
火
が
困
難
で
あ
り
、
被
害
が
大
き

く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

消
防
庁
か
ら
は
、
令
和
７
年
の
大

船
渡
市
な
ど
で
の
大
規
模
林
野
火
災

を
踏
ま
え
、
林
野
火
災
注
意
報
や
林

野
火
災
警
報
の
創
設
と
的
確
な
発
令

な
ど
の
運
用
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

消
防
ニ
ュ
ー
ス

火災 救急 救助 その他

Ｒ８．４月末 ２ ９ ０ ４

Ｒ８年累計

（１～３月）
３ ２７ ０ ６

Ｒ７年 ３ １２３ ５ ３２

Ｒ６年 ０ １２４ １３ ２９

■積丹支署各種出動状況
（単位：件）

※その他には火災・救急・救助以外の消防車が

　出動した件数が含まれます。

　≪出動件数は、他町村への応援出動も含みます≫

管
内
火
災
出
動
件
数
４
カ
月
で
16
件

今
一
度
、
火
災
予
防
の
心
が
け
を

今
一
度
、
火
災
予
防
の
心
が
け
を

　

北
後
志
消
防
組
合
管
内
（
積
丹
町

を
含
む
５
町
村
）
の
令
和
８
年
１
月

１
日
～
４
月
30
日
ま
で
の
４
カ
月
間

の
火
災
出
動
が
す
で
に
16
件
あ
り
、

そ
の
内
９
件
は
実
際
に
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
は
、
19
件
の
火
災
が
発

生
し
て
お
り
、
近
年
火
災
の
件
数
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

就
寝
前
の
火
の
元
の
確
認
な
ど
、

今
一
度
町
民
の
皆
さ
ん
の
火
災
予
防

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

積
丹
町
の
地
籍
調
査
事
業

は
、
平
成
17
年
度
に
着
手
し
、

令
和
３
年
度
ま
で
に
美
国
地

区
、
幌
武
意
地
区
、
入
舸
地

区
及
び
日
司
地
区
市
街
地
周

辺
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
司
（
泊
）
地
区

及
び
野
塚
地
区
市
街
地
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
最
終
作
業

工
程
を
実
施
予
定
で
す
。

　

町
内
６
地
区
目
と
な
る
西

河
・
来
岸
地
区
市
街
地
の
地

籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
、
事
業
着
手
し
て
お

あ
な
た
の
財
産
を
孫
子
の
代
ま
で
守
る
た
め
！

『
西
河
・
来
岸
地
区
地
籍
調
査
事
業
』
に
着
手

『
西
河
・
来
岸
地
区
地
籍
調
査
事
業
』
に
着
手

あ
な
た
の
財
産
を
孫
子
の
代
ま
で
守
る
た
め
！

あ
な
た
の
財
産
を
孫
子
の
代
ま
で
守
る
た
め
！

り
、
今
年
度
は
２
年
目
の
工
程
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　

町
が
委
託
し
た
測
量
業
者
が
所
有

地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
に
な
り
、
見

通
し
の
悪
い
と
こ
ろ
で
は
雑
木
の
枝

払
い
、
雑
草
の
刈
り
払
い
を
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
測
量
業
者
は
必
ず
「
土
地

立
入
証
」
を
携
行
し
、
蛍
光
ピ
ン
ク

の
「
腕
章
」
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

地籍調査事務の目的地籍調査事務の目的

①土地取引の円滑化①土地取引の円滑化

②土地トラブルの未然防止②土地トラブルの未然防止

③災害復旧の円滑化③災害復旧の円滑化

④課税のさらなる適正化④課税のさらなる適正化

⑤公共事業の円滑化⑤公共事業の円滑化

⑥町づくりや政策立案の基礎データ⑥町づくりや政策立案の基礎データ

▲住民説明会の様子（４月 13 日・来岸会館）
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まちまち の 日記帳日記帳

  ４
     17

「ふるさとの自然」再発見！

　余別小学校児童６名が、余別新川で余別・海H
は ぐ

UG

くみたい(澤貴幸会長）主催のサケ稚魚放流式に参

加しました。

　後志総合振興局後志地区水産技術普及指導所の金

濵所長からサケの生態や「森・川・海」の栄養循環

により海藻が繁茂する海を守る大切さを学んだ後、

体長３cm程のサケの稚魚約千匹を放流しました。

　児童たちは、川面を元気に泳ぐ稚魚に「元気に

戻ってきてね！」とエールを送りました。

余別小児童　サケ稚魚放流式

　積丹町鰊場音頭保存会（播磨誠会長・会員17名）は、

石碑「ソーラン節鰊場音頭のふるさとしゃこたん」と

石碑周辺の茶津海岸の清掃を行いました。

　石碑周りの草刈りや苔
こけ

落とし、漂着ゴミ等を回収し、

建立当時の姿に近づくよう丹精込めて作業。会員は、

地域の景観を守る大切さを改めて実感しました。

　播磨会長は「今後も町の歴史と自然環境を守りつつ、

昨年から実施する町内宿泊施設での披露や地域イベン

トへの積極的な参加を継続し、積丹町無形民俗文化財

の保存会として精力的に文化の継承活動を続けていき

ます。会員も募集中です。」と意気込みを話しました。

町が誇る文化・伝統をつなぐ
積丹町鰊場音頭保存会「清掃活動」

 ４
    29

　大型連休の観光シーズンを前に美国婦人会(山﨑美

枝子会長・会員38名)は町内の清掃活動を行いました。

　この日の清掃活動に12名が参加し、火ばさみなど

を片手に約２時間にわたり熱心にごみを拾い集めま

した。

　同会が毎年続けているボランティア活動が町内各

地域に広がることを願っています。

きれいな町でよい観光に
美国婦人会の「清掃活動」

 ４
    27

広報しゃこたん令和８年６月号
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  ５
    　１

世界に一つのかぶとやこいのぼり！

　びくに保育所、みなと保育所でそれぞれ「こどもの

日会」を行いました。

　子どもたちは、「こどもの日」にちなみ、思い思い

のかぶとやこいのぼりを制作し友だちに披露しました。

　また、こいのぼり探しやこいのぼり飛ばしなどで遊

び、楽しい一日を過ごしました。

　まちの子どもたちの健やかな成長を願っています。

びくに・みなと保育所「こどもの日会」

　第36回B＆G杯争奪ゲートボール大会がふれあいゲート

ボール場(美国町)で行われ、３チーム・13名が日頃の練

習の成果を発揮し、一進一退の白熱した戦いを繰り広

げました。

　参加者たちのアドバイスや声援が飛び交い、活気の

ある大会となりました。

優　　勝　　積丹Ｂチーム(代表　原田　京子)

準優勝　　積丹Ａチーム(代表　岡崎　一美)

３　　位　　積丹Ｃチーム(代表　田中フミ子)

白熱した戦いを展開　
第36回Ｂ&Ｇ杯争奪ゲートボール大会

　第１管区海上保安本部(小樽市)から指定を受けた航

路標識協力団体「実のなる杜推進協議会」(岩井宏文会

長・町内外事業者７社)の構成団体が神威岬灯台内部の

一般公開を２日間行いました。

　同団体の構成団体でもある㈱SHAKOTAN海森学校の小山

彩由里代表取締役がガイドを務め、道内外からの延べ

約200人に灯台を案内しました。

　今夏にもまた灯台オープンデーを予定していますの

で、開催案内を楽しみにお待ちください。

神威岬灯台の魅力と迫力を体感
神威岬灯台「灯台オープンデー」

Diary of shakotan

  ５
    12

  ５
    　２

▲▲みなと保育所みなと保育所

  ５
    　３

▼びくに保育所▼びくに保育所

広報しゃこたん令和８年６月号
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各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

一
般
曹
候
補
生
、
２
等
陸
・
海
・
空
士

◆
応
募
資
格:

18
～
33
歳
未
満

◆
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
口
述
試

験
、
身
体
検
査
等
。

　

受
付
期
間
等
の
詳
し
い
内
容
は
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　

小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

　
無
料
法
律
相
談
所
開
設

　

次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
17
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

６
人

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場　

総
務
課

℡
０
１
３
５
ー
21

－

２
１
１
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
後
志
広
域
連
合
職
員
募
集

　

後
志
広
域
連
合
は
後
志
管
内
16
町

村
で
税
の
滞
納
整
理
、
国
民
健
康
保

険
事
業
、
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
事

務
を
共
同
で
行
う
特
別
地
方
公
共
団

体
で
す
。

令
和
９
年
４
月
か
ら
業
務
に
従
事

す
る
正
規
採
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
受
験
資
格

　

高
校
、
専
門
学
校
、
短
大
、
大
学
、

大
学
院
を
卒
業
し
、
民
間
企
業
等
に

お
け
る
実
務
を
３
年
以
上
経
験
し
て

い
る
方
で
、
昭
和
50
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
。

◆
申
込
締
切　

６
月
30
日
ま
で(
必
着
）

◆
試
験　

一
次
試
験
（
書
類
選
考
）

　
　
　
　

二
次
試
験
（
面
接
）

【
問
合
わ
せ
先
】

後
志
広
域
連
合　

総
務
課

℡
０
１
３
６
ー
55
ー
８
０
１
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
次
の
と
お
り
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
時
　
６
月
25
日
㈭

　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

◆
場
所
　
俱
知
安
保
健
所
余
市
支
所

【
問
合
わ
せ
先
】

俱
知
安
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

℡
０
１
３
６
ー
23
ー
１
９
５
７

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
18
日
㈭
ま

で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

中
小
企
業
（
個
人
事
業
主
含
む
）
の

低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
適
正
処
理

を
支
援
し
ま
す

　

低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
に
汚
染
さ
れ
た
廃

棄
物
は
、
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

に
保
管
事
業
者
で
適
正
に
処
理
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
処
分
期
限

ま
で
の
適
正
処
理
を
加
速
化
さ
せ
る

た
め
、
国
は
助
成
金
を
創
設
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
左
記
の
サ
イ
ト
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://www.sanpainet.or.jp/

joseikin/documents/contents/

d/page2.1.4.pdf

【
問
合
わ
せ
先
】（
環
境
省
委
託
）

（
公
財
）
産
業
廃
棄
物
処
理
事
業
振

興
財
団
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

℡
０
１
２
０
ー
４
２
７
ー
４
４
２

年
金
の
予
約
相
談
実
施
中

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
に
つ
い

て
の
予
約
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な

ど
を
ご
準
備
の
う
え
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

日
本
年
金
機
構

℡
０
５
７
０
ー
05
ー
４
８
９
０

「税務職員」「税務職員」を募集します！を募集します！
●上下水道使用料金　５月分

　      納期限 ６月 30 日㈫

●住宅使用料　６月分

　      納期限 ６月 30 日㈫

●町道民税　第１期　

　　　　　   　納期限 ６月 30 日㈫

今月の納期今月の納期

( 注 ) 口座振替をこ利用の方は、６月 25 日㈭に

引き落しになりますので、前日までに残高の確

認をお願いします。

　札幌国税局では、国税局や税務署において、税のスペシャリストと

して活躍する税務職員を募集しています。

　2026 年度の採用試験の概要は次のとおりです。

【問合わせ先】札幌国税局人事第２課採用担当　℡ 011-231-5011
　　　　　　又は余市税務署 総務課　　　　  ℡ 0135-22-2093

１．受験資格

⑴令和８年４月 1 日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から

　　起算して３年を経過していない者

⑵令和９年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者

２．申込受付期間（インターネット申込）

　６月 12 日㈮午前９時～６月 24 日㈬（受信有効）

　≪申込専用アドレス≫

　https://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

　※インターネット申込ができない場合

　　受験を希望する第１次試験地を所轄する国税局にお問い合わせください。

３．第１次試験　 ９月  ６日㈰　/　第 1 次試験合格発表　10 月８日㈭
４．第２次試験　10 月 14 日㈬～ 10 月 23 日㈮のうち指定する日

５．最終合格者発表　　11 月 17 日㈫

【問合わせ先】役場税務課　TEL 44-3384

( ５月１日付け）
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山山や
ま
し
た下下 

ち
ひ
ろ

ち
ひ
ろ　

さ
ん 【㈱ Y’ｓＡＰ】

積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町
地域おこし協力隊地域おこし協力隊がつくるがつくる

町おこし広報町おこし広報 Ｖｏｌ .18

～町内７団体 ・～町内７団体 ・
事業所に 12 名～事業所に 12 名～

地域おこし地域おこし
協力隊員を紹介協力隊員を紹介

【㈱ Y’sAP】

向
むかい

悠
ゆ う た ろ う

太郎 さん

　今までは建築会社や農業・漁業関連

の仕事を経験しました。その知識を生

かし、積丹町を盛り上げたいです。ま

ずは町の雰囲気に慣れながら活動して

いきたいです。　　　　(札幌市出身） 

窪窪く
ぼ
た田田　

伶伶れ
い
と人人　

さ
ん
【㈱ SHAKOTAN GO】

藤藤ふ
じ
の

ふ
じ
の野野　

明明あ
き
ふ
み

あ
き
ふ
み史史　

さ
ん
【㈱ SHAKOTAN GO】

澤澤さ
わ
だ田田　

　
　
　

正正
ま
さ
と

ま
さ
と　

さ
ん

【㈱TMW PRODUCTIONS】

塩塩し
お
ざ
き

し
お
ざ
き崎崎　

裕裕ゆ
う
い
ち

ゆ
う
い
ち一一　

さ
ん

【㈱しゃこまる】

福福ふ
く
ざ
わ

ふ
く
ざ
わ澤澤　

紅紅く
れ
は

く
れ
は葉葉　

さ
ん
【(一社)積丹観光協会】

上上う
え
の野野　

竜竜た
つ
や也也　

さ
ん

【㈱新生】

金金か
な
だ田田　

 

学学さ
と
る

さ
と
る
　

さ
ん

【㈱流山】

新　規　着　任　( ４月１日付け）

楠楠く
す
の
き

く
す
の
き
　

悠悠ゆ
う
た
ろ
う

ゆ
う
た
ろ
う

太
郎
太
郎　

さ
ん【㈱TMW PRODUCTIONS】

【㈱新生】

永
ながやま

山 千
ち ひ ろ

尋 さん

　養蜂を軸に積丹の魅力を広

げ、人と地域が動き出すきっか

けをつくり、新しい価値とつな

がりを生み出していきます。

(福島県いわき市出身）

新　規　着　任 ( ４月１日付け）

【㈱流山】

渡
わたなべ

辺 瑞
み ず き

季 さん

　積丹の素晴らしい大

自然の中で羊と向き合

いながら、地域の魅力

を内外に発信し、活性

化につなげていきたい

です。　(札幌市出身）

新　規　着　任 ( ５月１日付け）

※５月 31 日付けで任期満了
※５月１日時点※５月１日時点

広報しゃこたん令和８年６月号
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日 (曜日 ) 地　区 日 (曜日 ) 地　区 日 (曜日 ) 地　区

１日㈪ 日司 11 日㈭ 浜町・中央 19 日㈮ 多茂木・西浦

２日㈫ 日司・入舸 12 日㈮ 柳町 22 日㈪ 西浦・東浦

３日㈬ 入舸・幌武意 15 日㈪ 西仲 23 日㈫ 東浦・栄町

８日㈪ 幌武意・婦美 16 日㈫ 西仲・山岸 24 日㈬ 栄町・小泊

９日㈫ 婦美・丸山 17 日㈬ 山岸・多茂木 25 日㈭ 寺町・小泊

10 日㈬ 茶津・浜町 18 日㈭ 多茂木

■
発
行
・
編
集
／
積
丹
町
企
画
課
　
■
印
刷
／
岩
橋
印
刷
㈱
 

　
　
〒
046-0292　

北
海
道
積
丹
郡
積
丹
町
大
字
美
国
町
字
船
澗
48番

地
5

　
　

 0
1
3
5
－

4
4
－

2
1
1
4
／

Ｆ
Ａ

Ｘ
 
0
1
3
5
－

4
4
－

2
1
2
5

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

https://www.town.shakotan.ｌ
ｇ

.jp
E-mail 　

kikaku@town.shakotan.lg.jp

－６月の俳句－
（美国踏青俳句会）

文芸だより

聖せ
い
ご
が
つ

五
月
静
か
に
落
ち
る
砂
時
計　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

わ
子

鉢
巻
を
外
孫
き
り
り
と
畑は

た

始
め　
　
　
　
　
　
　
　

戸
来　

和
子

挨
拶
も
上
手
に
な
り
し
入
学
児　
　
　
　
　
　

  
河
岸　

悟
郎

夏
の
雨
一
気
に
鉢
花
よ
み
が
へ
り　
　
　
　
　
　
　

菊
谷　

知
子

ひ
と
山
を
薄
紅
桜
の
海
辺
町　
　

　
　
　
　
　

山
﨑
美
枝
子

連
休
も
十
二
日
続
く
ウ
ィ
ー
ク
か
な　
　
　
　
　
　

福
井　

新
一

６
月
号

№
774

ふるさと納税の状況ふるさと納税の状況 ご協力ありがとうございました　

≪令和８年４月30日現在≫ 237 件　3,850,000 円

全国の皆さま　

６㈯ ●体験教室「ビーチクラフトを作ろう」

12 ㈮ ●歌声サークル

６月のこよみ

17 ㈬ ●乳幼児健診

26 ㈮
●歌声サークル
●粗大ごみ収集日
　※燃やせないごみの収集日ではありません

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

八　戸　廣　子　様（美国町） ３０，０００円

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

７日（日）よ い ち ク リ ニ ッ ク 余市町山田町 21-4570

10日（水）よいち整形外科クリニック 余市町大川町 48-5000

14日（日）脳神経外科よいち汐風クリニック 余市町大川町 21-5566

21日（日）わ た な べ 内 科 医 院 余市町大川町 22-3989

28日（日）北 郷 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 余市町大川町 23-5533

６月の余市管内休日当番病院等

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

診療時間：午前９時～午後５時

◆ し尿収集の日程・６月 ◆

交通安全はみんなの願い

（ゼロ）

０死亡交通事故 の日

2,5202,520日達成

（令和８年５月１日現在）

０

世帯数／　949世帯（＋11）

人　口／1,603人  （＋10）

男　／　754人  （＋６）

女 ／　849人  （＋４）

慶

弔

録
●転入／21人(＋19）●転出／10人(－４）

●出生／０人(±０）●死亡／１人(－２)

令和８年４月30日現在､(　)内は前月比

八
戸
　
繁
樹
　
90
歳
　

美
国
町

佐
藤
　
政
彦
　
79
歳
　

野
塚
町

油
木
　
幸
市
　
91
歳
　

美
国
町

お
く
や
み
（
死
亡
）
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